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第第１１７７３３８８回回  例例  会会    （（令令和和６６年年５５月月１１００日日））    
本本日日ののププロロググララムム  「高齢者の交通安全」 

ゲスト卓話   三田 啓介様（笠岡警察署交通課課長）

前例会の記録（第１７３７回 令和６年４月２６日）  

・会員数    ４０名  

・出席者    ３２名    ・出席率  ８４・２１％（出席免除者出席２名）  

・欠席者     ６名     赤瀬健・池田周二・大嶋元義・岡原稔・惠谷龍二・松田重雄の諸君  

・出席免除者   ４名   光井伸・奥野千秋・岡辺賢二・牧野真樹君  

・４月１２日メーキャップ後の出席率  ８６・８４→９７・３７％に補正  

 3 月 24 日 IM 登録、三島大尚・宮本大三君 4 月 21 日べーべキュー大会へ小川隆則・椋梨孝章君  

・ゲスト   片山 純一様           

・ビジター  小林 柾弘様（新見 RC）・坂本 達也様（笠岡 RC）  

・会長報告  本日は、国際ロータリー創立１１９年と６３日に当たり、笠岡東ロータリークラブは   

創立３７年と１２６日に当たります。  

 21 日の日曜日は、20 名の会員の皆様に参加していただき、悲眼院にて綱引き大会と恒例のバーベキュ

ー大会を開催させていただきました。あいにくのお天気ではありましたが、どちらの行事も盛り上がり

院の子供たちも喜んでくれたと思います。パンパン菓子の出来栄えも良かったですし、子供たちから美

味しかったと言ってもらえました。石田会員有難うございました。 

また、高橋副院長及び子供たちから早速、お礼のお手紙も頂いております。 

臨時理事会報告①谷口有紀子氏入会につき、会員選考、職業分類委員会より提出書類がありそれぞれ 

承認しました。②異議申し立て文章を 22 日付けで送付し、7 日経過後問題なければ入会決定となり、 

6 月 7 日例会日に入会式となります。③IM 決算書が承認されました。 

・幹事報告  石倉ガバナー事務所より、青少年奉仕月間リソースのご案内を頂いております。  

悲眼院より、高橋成豪副院長はじめ、子供たちよりお礼状を頂いております。  

・委員会報告 な し     ・配 布   週報       ・食 事  天ぷら定食  

◎スマイル  

坂本達也様  本日は中高の同級生である片山君の卓話があると聞いてメーキャップさせていただき 

ました。楽しみにしております。 

長鋪方隆君  ゲスト、ビジターの皆さま笠岡東 RC へようこそ。片山さんの本格的な山田方谷の卓話 

を楽しみにしています。 

 新井善久君  同上。片山純一様卓話宜しくお願いいたします。 

 山本茂雅君  同上。本日は片山様ありがとうございます。卓話楽しみにしております。 

 金政一孝君  同上。悲眼院との綱引き、バーベキュー大会参加された皆様大変お疲れ様でした。 

 福嶋啓祐君  小林次期ガバナー補佐様ようこそ！片山様、坂本様ようこそ！卓話楽しみです。 

 三島大尚君  悲眼院さんとの綱引きとバーベキュー大会お世話になり、ありがとうございました。 

原田俊三君  悲眼院ではパンパン菓子を担当させていただき、好評でした。 

小川隆則君  悲眼院イベント参加の皆様お疲れ様でした。三島委員長はじめ委員会の皆さま楽しい  

企画をありがとうございました。  

 
13：0013 

石田官義君  悲眼院では個人的にパンパン菓子をさせていただきました。その時会長を初め原田先  

生、小川さんには特にお世話になりました。事故なく終われてよかったです。  

三宅達夫君  悲眼院 BBQ 大会お疲れ様でした。楽しいひと時でよく笑わせていただきました。  

椋梨孝章君  １ヶ月に渡る浄土開宗 850 年慶讃法要と法然上人の御忌法要が結ばれました。  

池田周二君  欠席お詫びします。地区補助金は認定されました。皆様のご協力有難うございました。  

スマイル １５，０００円  

●プログラム  「山田方谷全集刊行をめぐって」   片山 純一様 

■片山純一様は昭和 32 年（1957）岡山県生まれ。昭和 61 年岡山県庁入庁。著書「山田方谷ゆかりの群像」 

がある。 

■山田 方谷（やまだ ほうこく）（1805～1877 年）は、 

 江戸時代末期から明治時代初期の陽明学者で備中松山藩士です。 

 子どものころから才覚にあふれ、佐藤一斎門下では佐久間象山と二傑とうたわれていました。帰藩後は財政難 

に陥っていた藩政を、藩主・板倉勝静(いたくら かつきよ)（江戸幕府最後の老中首座）のもと断行し大きな成 

功をおさめました。その噂は全国に伝わり、越後長岡藩の河井継之助なども方谷に師事し、自らの藩の藩政 

改革を成功に収めました。大政奉還後、新政府から方谷に要職への出仕の話もありましたが、それを断り、後 

進の育成に尽力しました。陽明学者でもある山田方谷は多くの名言を残しており、十二碑の第一碑である「至 

誠惻怛（しせいそくだつ）」はなかでも最も有名な言葉で、方谷の精神を表す名言です。 

地元では「方谷さん」と呼ばれ、親しまれ、愛されています 

■山田準（1867～1952 年）は山田方谷の嗣子・耕造（知足斎）の長女である春野と結婚。山田家を相続 二松 

学舎名誉教授 

■『山田方谷全集』全 3 巻は、1951 年に山田準（編）が刊行。明徳出版社で 1996 年に新版されています。 

     

 

次週以降のプログラム＆行事予定     

５／１２（日） 地区クラブ活性化ワークショップ 13：00～15：30 岡山コンベンションセンター 

５／１６（木） ソロプチミスト笠岡チャリティーゴルフ大会 8：15 スタート 笠岡カントリクラブ 

５／１７（金） 第３例会 交換学生受け入れについて  吉岡姉妹クラブ委員長 

５／２４→２５日（土） 第４例会  交換学生歓迎夜間例会 19：00～20：00 

５／３１（金） 第５例会 交換学生さよなら例会（通常例会）   


